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＊
第
五
十
五
回
通
常
総
代
会　

全
議
案
異
議
な
く
承
認
さ
れ
る

＊
漁
業
権
更
新　

新
た
な
十
年
が
ス
タ
ー
ト

＊
河
川
工
事
に
お
け
る
河
川
環
境
へ
の
配
慮
は
…
無
用
か
？

　

阿
賀
の
一
滴
は
、
ど

こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
だ

ろ
う
。
こ
ん
な
事
を
考

え
る
諸
兄
は
そ
う
い
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
登
山

愛
好
者
諸
氏
に
は
、
結
構
な
話
題
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
て

い
る
。

〈
大
河
の
一
滴
こ
こ
よ
り
産
る
〉

　

こ
の
名
文
は
、
福
島
県
南
会
津
町
「
旧
岩
舘
村
」
に
あ

る
「
荒
海
山
／
１
５
８
１
ｍ
」
の
山
頂
の
石
文
の
一
節
で

あ
る
。
名
の
通
り
山
容
は
荒
々
し
く
名
う
て
の
登
山
家
も

気
が
抜
け
な
い
山
だ
。

　

そ
の
一
滴
は
、
利
根
川
と
な
り
関
東
平
野
を
潤
し
太
平

洋
へ
注
ぐ
。
も
う
一
滴
は
、
阿
賀
野
川
と
な
り
、
沿
線
住

民
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
、
日
本
海
へ
と
流
れ
る
。
日

本
海
と
太
平
洋
と
の
分
水
嶺
と
し
て
、
そ
の
存
在
は
計
り

知
れ
な
い
。

　

山
の
猛
者
も
泣
く
と
い
う
こ
の
山
に
登
り
、
そ
の
碑
に

乾
杯
し
た
い
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
悠
久
に
流
れ
る
こ
の
掛
け
替
え
な
い
阿
賀
野

川
を
、
今
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
人
間
の
都
合
で
未
来
永
劫

決
し
て
汚
す
こ
と
な
く
子
供
達
に
送
る
こ
と
を
誓
い
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
担
当
・
村
山
）

　例年行っている ｢ニジマスのつかみどり ｣は、近年清流スクー

ルとのタイアップから大変賑わっている。

　やっぱり川は子どもたちの天国だ。（平成25年８月11日撮影）

　サーモンフィッシングは試行錯誤を繰り返し、３年
目を迎える。漁場エリアの確保及び安全。更に、下流
組合の協力や理解など、まだまだハードルは高い。こ
うした中、今年は、この取り組みが事業として成り立
つのかを最終判断したいと考えている。釣果や運営に
好結果を期待し、継続事業としたい。

わ～い　こら待て！逃げちやうよ～

さすが大河の引き　たまらん！



主
な
質
疑
か
ら

第１号議案　平成25年度事業報告、財産目録、貸借対照表、損益計算書及

　　　　　　び剰余金処分案承認の件

第２号議案　平成26年度事業計画承認の件

第３号議案　平成26年度賦課金額及び徴収時期方法承認の件

第４号議案　平成26年度特別賦課金額及び徴収時期方法承認の件

第５号議案　平成26年度行使料額及び徴収時期方法承認の件

第６号議案　平成26年度借入金限度額承認の件

第７号議案　平成26年度余裕金預入先承認の件

第８号議案　平成26年度理事及び監事の報酬額承認の件

第９号議案　新谷川釣堀的漁場申請承認の件（継続）

第10号議案　阿賀野川漁業協同組合内共第８号第５種共同漁業権行使規則

　　　　　　（一部）変更について承認の件

第11号議案　阿賀野川漁業協同組合内共第８号第５種共同漁業権遊漁規則

　　　　　　（一部）変更について承認の件

第12号議案　総代の地区別定数変更に伴う定款（一部）変更について承認の件

第13号議案　サケ有効利用（サーモンフィッシング）事業について承認の件

平成26年度収支予算総額 （前年度対比　▲278千円減 ）

鱗　　　　　　河 （2）第８号

第55回通常総代会開催される
平成26年６月29日（日）　五泉福祉会館

　

通
常
総
代
会
は
、
総
代
総
数
95
名
の
内
、
出

席
総
代
数
82
名
（
本
人
出
席
69
名
、
委
任
状
12

名
（
内
代
理
５
名
）、
書
面
議
決
１
名
）
で
、

左
記
の
議
案
を
審
議
し
、
全
て
承
認
さ
れ
た
。

◆収入総額    25,537,816円

◆支出総額    24,862,927円

◆当期純利益     674,889円

※収入では、特別賦課金13万円減、遊漁券の売

上100万円減、指導事業雑収益（漁業協力金）

35万円減、雑収益18万増、全体では131万円

の減でした。

※支出では、人件費52万円増、旅費交通費29

万円減、会議費10万円減、繁殖保護費50万

円減、法人税41万円減、全体では199万円の

減でした。

平成25年度 決算概要

Ｑ　

早
出
川
は
カ
ワ
ウ
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
駆
除
は

出
来
な
い
も
の
か
。

Ａ　

カ
ワ
ウ
の
駆
除
は
毎
年
、
鹿
瀬
地
区
・
三
川
地
区
・
安

田
地
区
で
猟
友
会
に
委
託
し
て
、
春
秋
の
２
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
新
潟
県
で
も
よ
う
や
く
調
査
費

が
盛
ら
れ
ま
し
た
が
、
各
組
合
に
も
負
担
が
あ
り
ま
す
。

　
　

今
年
度
は
、
常
浪
川
（
東
蒲
漁
協
）、
白
崎
地
区
（
阿

賀
漁
協
）
で
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
駆

除
は
本
来
、
国
県
が
や
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
被
害
者
で

あ
る
漁
業
組
合
に
そ
の
費
用
負
担
を
求
め
る
の
は
本
末
転

倒
で
あ
る
の
で
、
国
県
の
責
任
に
お
い
て
行
う
よ
う
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

収　　　入 支　　　出

科　　目 金　　額 備　　考 科　　目 金　　額 備　　考

賦 課 金 6,860,000 組合員980人×7,000円 繁殖保護費 5,826,000 稚魚代金、さけ・さくらます供卵代等

特別賦課金 3,320,000 さけ、さくらます特別賦課金 人 件 費　 6,637,000 役員報酬、職員・臨時職員給料等

受入行使料 120,000 やな、小阿賀野川ウライ 旅費交通費 1,186,000 旅費交通費

受入手数料　 215,000 申請手数料等 事 務 費　 1,284,000 事務費

受入入漁料　 3,500,000 遊漁証 業 務 費 857,000 会議費、連絡員手当等

受入補助金 922,000 新潟県、県内水面漁連、阿賀町 諸税負担金 11,000 収入印紙、河川占用料等

指導事業雑収益 11,000,000 漁業補償金 支払賦課金 520,000 県内水面漁連賦課金

そ の 他　 641,000 雑収入 増 殖 経 費 2,318,000 孵化経費及び購入代等

　 　 　 施 設 費　 604,000 光熱水費等

　 　 　 減価償却費　 530,000 減価償却費　

　 　 　 事業外費用 4,450,000 補償金地区返還金等

　 　 　 法 人 税 等 400,000 法人税等

　 　 　 そ の 他　 1,291,000 遊漁証手数料、看板代等

　 　 　 予 備 費 664,000 予備費

合　　計 26,578,000 　 合　　計 26,578,000 　

（単位：円）

委員会活動から委員会活動から 　

今
年
２
月
、
中
ノ
沢
川
下
流
部
で
の

災
害
復
旧
工
事
に
お
い
て
、
川
が
真
っ

赤
に
な
る
ほ
ど
の
夥
し
い
泥
水
を
放
出

し
、
阿
賀
本
流
ま
で
も
達
し
た
事
件
は

施
工
業
者
の
認
識
の
甘
さ
が
も
た
ら
し

た
大
失
態
で
あ
っ
た
。
又
、
都
辺
田
川

（
安
田
地
区
）
で
は
、
河
床
整
正
工
事

中
に
両
岸
に
堆
積
し
た
土
砂
を
、
川
に

放
り
込
み
、
重
機
で
転
圧
し
河
床
の
凸

凹
を
整
正
す
る
と
い
う
。
信
じ
ら
れ
な

い
工
事
を
行
っ
た
。
偶
々
現
場
に
居
合

せ
た
「
当
組
合
副
組
合
長
」
が
事
情
を

説
明
す
る
よ
う
求
め
た
ら
、「
県
と
相

談
し
て
や
っ
て
い
る
の
で
文
句
を
言
わ

れ
る
筋
合
い
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

　

今
年
度
の
秋
さ
け
採
捕
に
関
す
る
協

議
は
、
６
月
27
日
に
行
わ
れ
た
。
毎
年

の
こ
と
で
は
あ
る
が
ス
ン
ナ
リ
と
は
収

ま
ら
な
い
。

　

何
故
か
と
考
え
る
と
、
大
き
な
要
因

に
共
同
漁
業
権
と
は
関
係
な
い
、
さ
け

ま
す
増
殖
協
議
会
を
（
県
知
事
が
組
合

員
に
直
接
与
え
る
捕
獲
許
可
）

共
同
漁
業
権
と
混
同
し
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。

　

さ
け
ま
す
増
殖
協
議
会
は
、

阿
賀
野
川
全
体
の
増
殖
計
画
を

立
案
協
議
す
る
場
で
あ
り
、「
ふ

化
場
の
利
用
負
担
金
・
遊
漁
券

販
売
・
消
費
税
増
額
負
担
」
な

ど
、
何
ら
関
係
な
い
事
案
を
協

議
事
項
と
し
混
同
し
て
い
る
。

た
。
早
速
、
新
発
田
地
域
振
興
局
へ

出
向
き
、
施
工
業
者
に
対
し
厳
重
な

忠
告
と
、
指
導
す
る
よ
う
申
し
入
れ

た
。

　

一
昨
年
の
釣
浜
橋
下
流
域
中
州
の

乱
雑
な
砂
利
採
取
を
例
に
出
す
間
で

も
な
い
が
、
近
年
の
河
川
工
事
発
注

に
際
し
て
発
注
者
の
河
川
環
境
に
対

す
る
意
識
の
低
下
は
否
め
な
い
事
実

で
あ
る
。
関
係
者
の
猛
省
を
求
め
た

い
。　
　
　
　
　

（
担
当
・
松
尾
）

　

今
年
も
最
終
決
着
は
ど
う
い
っ
た

形
に
な
る
の
か
。
阿
賀
漁
協
の
財
政

に
連
合
会
へ
の
助
成
や
負
担
能
力
は

有
し
な
い
。
連
合
会
の
過
度
な
要
求

が
続
け
ば
、
今
年
度
は
、
さ
け
の
操

業
は
阿
賀
野
川
で
は
誰
も
出
来
な
い

こ
と
に
な
る
。（
※
阿
賀
野
川
５
単

協
の
協
定
書
締
結
が
県
知
事
の
操
業

認
可
条
件
）

　

脱
会
後
も
、
中
途
半
端
な
関
係
を

続
け
て
い
る
こ
と
に
事
の
根
源
が
あ

る
。
双
方
が
阿
賀
野
川
全
体
に
お
け

る
漁
協
組
織
の
あ
り
方
や
新
し
い

ル
ー
ル
づ
く
り
が
共
倒
れ
を
防
ぐ
妙

案
と
思
う
が
。　

（
担
当
・
村
山
）

 

阿
賀
野
川
水
系

 
 

さ
け
ま
す
増
殖
協
議
会
報
告

　

環
境
推
進
委
員
会
報
告

（夥しい泥流、猛省を求めたい！）



鱗　　　　　　河 第８号（3）

漁業権更新　新たな10年に

情

報

広

場

　

《
安
野
川
で
試
験
的
に
実
施
》

　

平
成
19
年
頃
か
ら
稚
魚
の
濃
密
放
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、

地
区
自
治
会
や
小
学
校
の
児
童
に
よ
る

イ
べ
ン
ト
放
流
も
相
俟
っ
て
、
昨
今
で

は
相
当
な
遡
上
が
確
認
さ
れ
て
い
る
事

か
ら
、
こ
の
資
源
が
無
駄
に
な
ら
な
い

よ
う
捕
獲
し
増
殖
を
行
い
、
又
、
余
剰

卵
や
親
魚
の
加
工
販
売
か
ら
組
合
の
新

た
な
財
源
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
に
、

現
在
地
先
の
皆
さ
ん
と
実
施
形
態
な
ど

具
体
的
な
計
画
を

練
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
「
さ
け
ま

す
増
殖
協
議
会
」
の

意
向
や
振
興
事
務
所

と
の
最
終
調
整
が

残
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
調
整
が
つ
き
次

第
実
施
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◆
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
区
間
を
設
置

【
魚
種
】
い
わ
な
、
や
ま
め

【
区
域
】
常
浪
川
の
太
田
橋
上
流
域
及
び
支
流

【
期
間
】
９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

　

採
捕
し
た
魚
の
所
持
又
は
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
採
捕
し
た
場
で

　

再
放
流
。

◆
い
わ
な
、
や
ま
め
の
資
源
保
護
の
た
め
禁
漁
区
域
を
設
置

・
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
、
常
浪
川
合
流
地

　

点
の
小
久
蔵
沢
上
流
全
域

・
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
12
月
31
日
ま
で
、
阿
賀
野
川
合
流

　

地
点
の
実
川
上
流
全
域

◆
常
浪
川
流
域
に
ア
ユ
の
友
釣
り
専
用
区
を
設
置

・
長
木
橋
下
流
か
ら
常
浪
橋
ま
で
の
間

・
太
田
橋
上
流
300
ｍ
下
流
か
ら
高
清
水
橋
上
流
500
ｍ
の
間
（
通
称
、
松

　

林
の
間
）　

・
栃
堀
橋
か
ら
高
出
橋
下
流
300
ｍ
の
間

◆
禁
止
区
域
を
追
加

・
阿
賀
野
市
地
内
国
道
290
号
に
架
か
る
都
辺
田
橋
下
流
端
か
ら
上
流
の
都

　

辺
田
川
及
び
そ
の
支
流
の
区
域
（
陸
上
自
衛
隊
大
日
原
演
習
場
）

・
阿
賀
野
市
地
内
国
道
290
号
に
架
か
る
大
室
橋
下
流
端
か
ら
上
流
の
大
日

　

川
及
び
そ
の
支
流
の
区
域
（
陸
上
自
衛
隊
大
日
原
演
習
場
）

　

 

新
谷
地
区
の
牛
舎
を
視
察

　

新
谷
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル
ヤ
マ
牧
場
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
１
月
16
日
、
新
谷
川
沿
線
の
区
長
５
名
、
地
元
議
員
４
名
、
地
区

漁
業
組
合
15
名
、
阿
賀
漁
協
役
員
５
名
で
現
場
確
認
を
実
施
し
、
左
記
の
改

善
等
を
要
望
し
た
。

《
要
望
事
項
》

①
汚
水
浸
透
対
策
（
集
積
溝
の
設
置
等
）、
②
施
設
内
で
飼
育
し
て
い
る
仔

牛
の
糞
尿
の
廃
水
対
策
、
③
施
設
内
の
雨
水
対
策
、
④
異
臭
対
策
、
⑤
水
質

検
査
結
果
の
開
示

《
経
営
者
か
ら
の
回
答
》

①
牛
舎
内
の
床
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
し
、
そ
の
上
に
オ
ガ
く
ず
を
敷
く
。　

②
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
で
覆
い
、
糞
尿
の
飛
散
流
失
を
防
止
す
る
。

③
埋
設
管
理
水
路
・
Ｕ
字
構
・
土
水
路
で
雨
水
や
汚
水
を
集
水
槽
に
集
め
、

沈
殿
槽
で
処
理
し
て
浅
堀
川
に
放
流
す
る
。

④
臭
気
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
オ
ガ
く
ず
を
増
や
す
・
交
換
時
期
を
早

め
る
。
環
境
菌
の
散
布
回
数
を
増
や
す
等
の
管

理
を
行
う
。

⑤
検
査
結
果
を
開
示
す
る
。

　

ま
た
、
阿
賀
町
の
６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

数
人
の
議
員
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を

継
続
的
に
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　

（
担
当
・
佐
久
間
）

サケの一括採捕

視
察
報
告

 

こ
ん
な
と
こ
ろ
が
変
わ
り
ま
し
た

平成26年度第五種放流計画及び実績さけ・さくらます放流状況（平成26年度）

放射性物質の検査結果

【アユ】

河川名 放流量 放流場所 放流月日
新 谷 川 460 ㎏ 阿賀町五十沢、細越、新谷他 26.6.11
綱 木 川 60 ㎏ 阿賀町下綱木他 26.6.11
中ノ沢川 20 ㎏ 阿賀町中ノ沢 26.6.11
谷 沢 川 60 ㎏ 阿賀町谷沢 26.6.17
阿賀野川 510 ㎏ 阿賀町、五泉市、阿賀野市 26.6.12、17
早 出 川 160 ㎏ 五泉市小面谷、松野、赤海 26.6.11・12・17
杉 川 50 ㎏ 五泉市下杉川 26.6.11
仙 見 川 20 ㎏ 五泉市夏針 26.6.11
高 石 川 20 ㎏ 五泉市高石 26.6.11
合　計 1,360 ㎏

【内訳】義務放流140㎏、組合自主放流662㎏、川内地区自主放流40㎏、
　　　 三川地区自主放流70㎏、笹堀地区自主放流18㎏、委託放流300㎏、
　　　 阿賀町80㎏、東北電力50㎏

魚  種 義務放流量 委託放流量 備　　　考
こ い 0 ㎏ 0 ㎏ ※コイヘルペスのため中止
ふ な 115 ㎏ 40 ㎏
にじます 95 ㎏ 30 ㎏
い わ な 6,650 尾 3,000 尾 26.7.31
や ま め 10,650 尾 3,000 尾 26.4.3・7.31
か じ か 1,700 尾 300 尾 26.7.28
もくずがに 22.5 ㎏ 22.5 ㎏
※阿賀漁協分のみです。　「やまめ」川内地区自主放流3,000尾

【さけ】

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

阿賀野川
100,000 尾 阿賀町白崎（白崎下流） 26.3.18
100,000 尾 五泉市小流（馬下橋1.3㎞下流） 26.3.24
100,000 尾 阿賀野市新保（安田橋下流） 26.3.24

安 野 川
30,000 尾 阿賀野市山口（城ヶ窪橋） 26.3.24
20,000 尾 阿賀野市百津（第19号橋） 26.3.30

新 谷 川 45,000 尾 阿賀町細越（名知阿美橋） 26.3.18
早 出 川 75,000 尾 五泉市松野（新水橋） 26.3.18
仙 見 川 75,000 尾 五泉市川内（川内小学校上流） 26.3.18
新 江 川 5,000 尾 五泉市赤羽地区 26.3.16
小阿賀野川 300,000 尾 新潟市秋葉区満願寺 26.3. 3
合　計 850,000 尾

【さくらます】

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

新 谷 川 16,850 尾 阿賀町新谷 (キャニオンパーク） 26.4.27

早 出 川 16,850 尾 五泉市水戸野（水戸野頭首工） 26.4.27

合　計 33,700 尾

水産振興基金放流分

検査日 魚　種 放射性ｾｼｳﾑ 放射性ﾖｳ素 市町村名 採捕した河川名

2014. 3. 6 ギ ン ブ ナ
可 食 部 検出されず 検出されず

新潟市 阿賀野川
内 臓 検出されず 検出されず

2014. 4. 1 ウ グ イ
可 食 部 6.2 ﾍﾞｸﾚﾙ /kg 検出されず

阿賀町 阿賀野川
内 臓 5.0 ﾍﾞｸﾚﾙ /kg 検出されず

2014. 6.20 シ ジ ミ
可 食 部 検出されず 検出されず

新潟市 阿賀野川
内 臓 検出されず 検出されず

2014. 7. 8 ア ユ
可 食 部 検出されず 検出されず

阿賀町 常浪川
内 臓 検出されず 検出されず

放射性物質検査は、新潟県水産課と連携を図りながら実施しております。

検査結果は、下記のとおりです。
平成26年７月10日現在

こ
ぼ
れ
話

河
川
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

（
下
条
地
区
）

　

去
る
７
月
６
日
（
日
）
阿
賀
野
川
全
域
で
ア
ユ

漁
解
禁
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、「
下

条
地
区
」
で
は
、
河
川
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実

施
し
ま
し
た
。「
清
野
組
合
長
さ
ん
」
は
、
今
年

は
水
温
も
低
く
、
放
流
も
水
量
不
足
で
、
遡
上
系

稚
魚
の
遡
上
が
大
幅
に
遅
れ
た
為
、例
年
に
比
べ
、

放
流
時
期
が
一
週
間
程
度
遅
れ
た
。
そ
の
為
か
、

解
禁
当
初
は
、
小
型
の
も
の
が
多
く
、
良
型
は
お

盆
頃
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
福
島
・
新
潟
豪

雨
の
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
は
、
大

分
回
復
し
た
の
で
、
漁
期
の

後
半
に
期
待
し
て
く
だ
さ

い
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

（一括採捕は出合付近を予定）
（熊渡河原清掃風景）

（ヤマメ稚魚放流　谷沢川Ｈ26.4.3）

（経営者より説明受ける…も）



鱗　　　　　　河 （4）第８号

奮闘！ 赤坂小学校シリーズ　子供たちと川

編集後記

＜我が家の一品紹介＞
「旬の素材を
　ご家庭の味付けで！」

～「美味しい、生すじこ醤油漬け」の作り方～
〈材料〉

〈作り方〉

・生すじこ…１腹　 （200ｇ）
・醤油………大さじ１（10㏄）

・みりん…大さじ１　　（10㏄）
・酒………大さじ１/ ２（ 5㏄）

１．鍋に調合した調味料を入れ煮立て、
　　火を消し十分に冷やしタレを作っておきます。
２．生すじこは、食塩の入ったお湯（40度くらい）に入れ、薄皮を剥がして
　　粒を１粒１粒にほぐします。
３．お湯を捨て、塩水で残ったスジ皮などを取り除きながら数回洗い「ざる」
　　に移して水気を切ります。
４．ほぐした「すじこ」（いくら）を、だしに漬け一昼夜漬け込めば出来上がり。
　※１週間くらい日持ちします。長期保存は、小分けし、冷凍して保存する。　　　　　　　　

（寄稿・松尾博さん）

こ ん な話知 っ て る ？
ア
ユ
の
現
状
と
将
来

　

昭
和
60
年
水
産
庁
の
方
針
で
、
ア
ユ
の
種
苗
放
流
（
義
務
）
を
増
や

し
漁
獲
量
の
増
加
か
ら
経
済
効
果
の
向
上
を
目
指
す
。

　

こ
の
大
号
令
の
元
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ア
ユ
政
策
で
あ
っ
た
が
、
僅
か

３
年
後
、
全
国
で
の
漁
獲
量
は
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
今
や
最
盛
期
の

半
分
以
下
と
全
国
各
地
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
要
因
と
し
て
は
、
冷
水
病
・
河
川
構
造
物
・
河
川
改
修
に
よ
る

水
質
汚
染
・
カ
ワ
ウ
被
害
等
が
考
え
ら
れ
た
が
、
誰
も
危
機
感
を
持
た

ず
、
抜
本
的
対
策
が
遅
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

益
々
悪
化
す
る
河
川
状
況
を
憂
い
役
員
・
組
合
員
・
ダ
ム
関
係
者
・

河
川
管
理
者
が
、
過
去
の
し
が
ら
み
に
捉
わ
れ
ず
皆
で
一
丸
と
な
っ
て

取
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

高
知
県
「
安
田
川
」
な
ど
、
６
河
川
で
は
、

電
力
会
社
・
建
設
会
社
・
遊
漁
者
・
漁
協
が
協

力
し
合
っ
て
、
産
卵
床
造
成
と
保
護
、
禁
漁
期

間
の
延
長
な
ど
で
、
従
来
の
３
倍
の
漁
獲
量
を

上
げ
て
い
る
。

　

当
組
合
も
今
年
、
試
験
的
に
河
床
の
耕
転
を

実
施
し
て
み
ま
し
た
。
効
果
を
み
て
今
後
の
継

続
を
判
断
し
た
い
。　
　
　
　

（
担
当
・
権
瓶
）

　

５
年
目
を
迎
え
た
赤
坂
小
学
校
の
総
合
学
習
の

一
環
と
し
て
始
め
た
鮭
物
語
は
、
無
事
放
流
を
終

え
終
了
し
た
。
一
番
の
特
徴
は
採
卵
、人
口
授
精
、

放
流
ま
で
全
て
水
道
水
で
行
え
た
事
で
あ
る
。
水

質
の
良
さ
を
生
徒
た
ち
も
改
め
て
感
じ
て
く
れ
た

よ
う
だ
。
特
に
今
年
は
、
中
州
の
産
卵
場
を
見
学

し
、
ご
ろ
か
け
で
掛
か
っ
た
サ
ケ
の
引
き
の
強
さ

に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
授
業
の
主
眼
は
、「
生
き
物
の
命
の
尊
さ

と
、
い
つ
ま
で
も
川
の
水
を
き
れ
い
に
」
を
合
言

葉
で
行
っ
て
き
た
。
放
流
前
、
こ
れ
か
ら
こ
の
サ

ケ
は
、
ア
ラ
ス
カ
ま
で
行
き
３
～
４
年
か
け
て
、

太
陽
の
位
置
と
、川
の
水
の
匂
い
を
嗅
ぎ
分
け
て
、

放
流
場
所
を
目
指
し
て
戻
っ
て
来
る
と
聞
か
さ
れ

た
子
ど
も
達
は
、
戻
る
サ
ケ
が
迷
子
に
な
ら
な
い

様
、
川
を
絶
対
に
汚

さ
な
い
事
を
誓
い

合
っ
て
い
た
。

　

今
も
、
阿
賀
野
川

の
水
質
汚
濁
、
悪
化

は
進
ん
で
い
る
が
、

子
ど
も
達
の
夢
を
壊

さ
ず
、
昔
の
阿
賀
野

川
に
戻
し
た
い
と
思

う
。

　
　
　

（
担
当
・
権
瓶
）

 

津
川
・
鹿
瀬
地
区
の

　

 

漁
場
監
視
の
取
り
組
み

　

漁
場
の
巡
視
は
、
監
視
員
４
名
体
制
で

行
っ
て
い
る
。
ま
ず
現
場
に
到
着
す
る
と
、

双
眼
鏡
で
遊
漁
証
等
の
有
無
を
確
認
し
、

不
審
な
点
が
あ
っ
た
場
合
、
本
人
に
提
示

を
求
め
、
確
認
し
や
す
い
所
に
つ
け
る
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　

７
月
６
日
、
鮎
の
解
禁
日
、
福
島
県
か

ら
来
た
遊
漁
者
に
提
示
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
５
日
に
年
券
を
購
入
し
た
が
、
ま
だ

手
元
に
届
い
て
い
な
い
と
の
事
で
あ
っ

た
。

　

不
審
に
思
い
、
東
蒲
原
郡
漁
業
協
同
組

合
に
確
認
し
た
結
果
、
ま
だ
、
遊
漁
者
に

渡
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

漁
場
は
、
阿
賀
漁
協
、
東
蒲
漁
協
と
の

共
同
漁
業
権
水
域
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

様
々
な
問
題
が
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

     　

  　
　
　
　
　

（
長
谷
川　

明
）

　

広
報
「
鱗
河
」
も
今
回
で
第
８
号
を

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初

の
頃
の
編
集
作
業
は
、
不
慣
れ
で
大
変

で
し
た
が
、
最
近
は
慣
れ
て
大
分
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
鱗
河
」は
、年
一
回
の
発
行
で
す
が
、

組
合
員
の
皆
様
へ
よ
り
身
近
な
話
題
や

情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
か
ら
も
ご
意
見
な
ど
を
頂

き
な
が
ら
、
よ
り
親
し
み
や
す

い
広
報
紙
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
各
地
区
で
行
っ
て
い

る
取
り
組
み
や
話
題
な
ど
の
投

稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 
 

　
　
　
　
　

〈
担
当
・
芳
賀
〉

遊漁証販売はこちらで

お と り 店

販　売　店 住　所 電話番号

本 間 釣 具 店 新潟市西区山田 025-377-1008

上 州 屋 新 潟 店 新潟市中央区 025-241-5765

風 間 釣 具 店 新潟市中央区 025-243-0232

高 橋 釣 具 店 新潟市秋葉区 0250-22-0960

藤 井 釣 具 店 五 泉 市 村 松 0250-58-6815

せ い の 屋 五 泉 市 論 瀬 0250-42-5471

関 口 釣 具 店 阿賀野市北本町 0250-62-2717

村 山 商 店 阿賀野市保田 0250-68-2030

滝 沢 商 店 阿賀野市新保 0250-68-4787

鈴 木 釣 具 店 聖 籠 町 蓮 野 0254-27-2639

セーブオン安田小松店 阿賀野市小松 0250-68-3366

セブンイレブン五泉論瀬店 五 泉 市 論 瀬 0250-43-6718

セブンイレブン阿賀野保田店 阿賀野市保田 0250-68-5588

セブンイレブン五泉船越店 五 泉 市 船 越 0250-43-1530

セブンイレブン下越三川店 阿 賀 町 石 間 0254-99-3234

ヤマザキショップみかわ中嶋店 阿 賀 町 白 崎 0254-99-2620

販　売　店 住　所 電話番号

阿 部 お と り 阿賀町五十沢 0254-99-3866

鶴 巻 お と り 阿賀野市小松 090-8683-6584

広告ありがとうございました

㈲権文製作所
安 心 を 包 み　 生 活 を 彩 る
阿 賀 野 市 小 松 576
TEL 0250-68-4535

㈱三川土建㈲ＭＭ製作所
土木工事のことならお任せ自動車内外装用品製造

住所／阿賀町細越236番地
TEL0254(99)2841 FAX(99)2862

阿賀町五十沢1302番地
☎0254-99-3584  FAX3822

セーブオン安田小松店
国道49号線／24時間営業
阿賀野市小松 ☎ 0250-68-3366
※遊漁証販売しております。

FUJITA・YOKOGOSHI

〠950-0208 新潟市江南区横越中央2-10-8
TEL 025-385-1177

代表　藤田　正明製造・販売元 HOKUETSU
北越産業株式会社
〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4612-1　TEL0250-68-2423/FAX0250-68-2512
ホームページ公開中 ▶▶  http://www.hokuetsu-metal.com/

製造 販売売元 HOKU売 UETSUU

地
区
特
派
員
だ
よ
り

（
鹿
瀬
地
区
）

（赤坂小学校児童とほたる保育園の皆さん）

（耕転作業風景）

監視委員会から

密漁は立派な犯罪です。
（遊漁証を必ずお求めください）

モデル住宅展示中
阿賀町あが野南地内　見学随時受付Ｈ27.2 ～売出
新築・リフォーム・土木工事・外溝工事・解体工事等
ご相談承りますお気軽にお申し付け下さい

株式会社 新栄建設
阿賀町谷沢1040番地　TEL0254-99-2618


